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　“工学”がついた言葉は数多い．機械工学，電気工学，船舶工学，航空工学，などは伝統

的なもの．金融工学や環境工学を経て，人間工学，教育工学といった柔らかいもの対象へと

拡がっている．古くは専ら兵器の制作および取り扱いの方法を指す言葉だった（広辞苑第四

版）という“工学”の守備範囲も際限なく拡がってゆくようだ．明治期には哲学を意味した

“理学”（同）とともに，理工系世界を醸し出す言葉として使われてきた．今月号の特集は｢

要求工学｣で，山本里枝子，佐伯元司，大西淳がエディタ．人間とその社会が限りなく関与

するシステム開発のさまざまな局面においては，要求仕様と製品ソフトの機能のミスマッチ

が際限なく生産されている．これを撲滅するための運動の1つが要求工学らしい．要求とい

うもの一般を議論するために抽象度が高くなるのはやむを得ないのだろう．問題フレームの

記事中で紹介されている，Michael Jacksonが挙げている下降型機能分解が最悪であること

の例がすこぶる面白い．また，“仕様もれ”に着目して分析する手法は構造的デバッガのよ

うなものを連想させる．

　今月号には小特集｢情報処理で社会を守る｣もある．エディタは土井美和子．安全と安

心（信頼），それにセキュリティを統合する考え方が“ディペンダビリティ”なのだそうだ

が，これを中心として，証券取引所の次世代システム，物流業でのRFIDを含むシステム展

開，航空運送事業でのシステム開発，鉄道業でのさまざまなシステム，などなどに触れてい

る．解説というよりは項目紹介記事の感もある．

　｢先端芸術音楽創作の研究コンソーシアム「音塾」の構想｣（小坂直敏）は，同コンソーシ

アムを構想するに到った経緯についての話．テープ音楽，電子音楽，コンピュータ音楽とい

う歴史的な流れの中での，工学と芸術の乖離の動きや教育システムの問題などが興味深い．

　｢組織内認証基盤の構築─大阪府立大学における認証基盤の構築事例─｣（宮本貴朗他）

は，組織統合に伴う情報システムの再構築という，この頃ではあちこちで見られる事例の1

つ．内容は事業報告書といった感じ．

　｢BD-ROMの技術概要｣（山上保，加藤元樹）は，話題のブルーレイディスクに関するさま

ざまな技術要素の説明．“開発は不可能”という声もあっただけあって，100μmのカバー技

術，βを思わせるECC配置，光の回折限界を考慮した変調符号化，などなどの興味深い要

素の集合体．

　｢大学間コラボレーション支援システム─SCSの10年とこれから─｣（近藤喜美夫）は，

主に大学間で利用されてきたSCS（Space Collaboration System）の技術的概要と運用実績

の報告．ATMを使用した遠隔会議と同種の，特殊設備に頼ったシステムの行く末を見る思

いがする．

　｢特許工学：特許ライフサイクルに情報学を適用した新しい研究領域｣（谷川英和，森本

悟道）は，文字どおり，特許の構想・取得・維持などを工学的に扱う話．概略の立案から出

願処理，分析評価，権利行使などさまざまなステージのためのツールが使われているという．

　｢仮想マシン実装技術解説 ホスト型仮想マシンモニタKVMとその応用への期待｣（尾崎亮

太，中尾彰宏）は“仮想マシン道しるべ”のシリーズ．構想マシンのアラカルトのしんがり．

 　｢システム性能評価とシステム評価｣（木下俊之）は“研究会千夜一夜”のシリーズ．性能

ばかりではなく，システムのさまざまなファクタを扱う研究会の報告．2001年生まれ．

（Nimble Jack）
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